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Ｈ 18年度阿南高専入試問題
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（５）一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂがある。点（３，１）を通り

直線ｙ＝２ｘ＋３に平行である。

平行より傾きが等しいのでａ＝２

ｙ＝２ｘ＋ｂ

1＝６＋ｂ ｂ＝－５

（３，１）を代入して

（６）関数ｙ＝ａｘ

ｘ＝１のとき、ｙ＝ａ

ｘ＝４のとき、ｙ＝１６ａ

このとき、変化の割合は

２ でｘの値が1から4まで増加するときの変化の割合が3である。
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（７）

（８）

半径１０ｃｍなので周は 20πｃｍ

ＡＥ：ＣＤ＝３：５

よってＡＦ：ＦＣ＝３：５

よってＡＦ＝

よってＦＧ＝ＡＣ－ＡＦ－ＧＣ＝ＡＣ－

なのでＡＣはＦＧの8倍
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円全体の面積
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2．

（１）

（赤、黒）＝（ａ，ｂ）

＝（１．１）（１，２）（１，３）（１，４）（１，５）

○ ○ ○ ○ ○

＝（２，１）（２，２）（２，３）（２，４）（２，５）

○ ○ ○ ○ ○

＝（３，１）（３，２）（３，３）（３，４）（３，５）

○ ○ ○ ○

＝（４，１）（４，２）（４，３）（４，４）（４，５）

○ ○

＝（５，１）（５，２）（５，３）（５，４）（５，５）

確率は
１６

２５
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（ ２ ）

① 四角形ＫＬＭＮは平行四辺形なのでＭＬ＝ＮＫ

ＦＬ＝５ｃｍ に対してＧＭ＝９ｃｍと 4ｃｍ上がっているので
ＫＥ＝３ｃｍに対しＮＨも 4ｃｍ上がるので 3＋ 4＝７ｃｍ

ＮＨ＝７ｃｍ

②立体ＫＬＭＮ－ＥＦＧＨ

下の四角柱は 7× 7× 3＝１４７
その上にのっている部分は四角柱の半分なので

7× 7× 6÷ 2＝１４７
１４７＋１４７＝２９４
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３．
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4．

３０００ｘア－４０００＝２８００ｘイ＋１６００

このグル－プの人数ｘ人

（２）集金して集めたい金額をｘ円とすると

（３）３０００ｘ－４０００＝２８００ｘ＋１６００

この両辺はこのグル－プの人数を表している。
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３０００ｘ－２８００ｘ＝１６００＋４０００
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２８００

ｘ＝２８ ２８人
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（２）

（１）ＣＢ＝ＣＥであることを証明する。

△ＣＢＥが二等辺三角形であることを示す。

△ＡＢＣは二等辺三角形なので

∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ＝∠ＡＣＤ＋∠ＢＣＤ・・・・・・・①

同じ弧に対する円周角なので

∠ＢＣＤ＝∠ＢＡＤ

①より∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＤ＋∠ＢＡＤ・・・・・・・・・②

また、△ＡＣＥの外角の性質より

∠ＡＣＤ＝∠ＡＣＥだから仮定と②③より

よって∠ＥＢＣ＝∠ＢＥＣ

ゆえに、△ＣＢＥは二等辺三角形であるから

∠ＢＥＣ＝∠ＡＣＥ＋∠ＣＡＥ・・・・・・・・・③

∠ＡＢＣ＝∠ＢＥＣ

ＣＢ＝ＣＥ

ＣＥ＝ＣＢよりＣＢの長さを求める。

△ＤＢＣは直角二等辺三角形より

ＢＣ：ＣＤ＝ＢＣ：１０＝１：

よって

ＢＣ＝
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＝５

２

２
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（３）

ＤＥ＝ＣＤ－ＣＥ＝ＣＤ－ＣＢ

ＣＤの中点をＭとすると ＤＭ：ＤＯ＝ＤＭ：５＝

よってＣＤ＝５

よってＤＥ＝ＣＤ－ＣＢ＝５

ＤＭ＝
５ ３
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５ ．

（１）直線ｌの式は

（２）直線ｍ

ｙ＝２ｘ＋ｂとおくと

４＝２＋ｂ

Ｐを通るとき

Ｑを通るとき

よって

：ｙ＝－

－３≦ｂ≦

ｂ＝２

傾きが

－２＝１＋ｂ
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よってｙ＝２ｘ＋２

９

２

（１，４）を通るので

１

２

＝２であり、なので

＋ｂ ｂ＝
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２
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（３）

△ＰＶＷから△ＳＸＷを引くことにより四角形ＰＶＸＳの面積を求める。

４× ４
２

これを2倍すると四角形ＰＱＲＳの面積となる。
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